
日本基督教団 八ヶ岳教会 主日礼拝 NO.1396 2025年 8月 31日 10:30~

前 奏 黙想

招 詞 ローマの信徒への手紙 12:1
讃 美 歌 3 あめつちのみかみをば

祈 禱

信仰告白 使徒信条 566
聖 書 ヨブ記 9:14~16

マタイによる福音書15:21~28
讃 美 歌 225 すべてのひとに

説 教 『イエスを困らせ、喜ばせる』

祈 禱

讃 美 歌 280 わが身ののぞみは

献 金

讃 詠 547いまささぐるそなえものを

黙 禱

主の祈り 564
頌 栄 541 父、み子、みたまの

祝 禱

後 奏

「イエスはそこをたち、ティルスとシドンの地方に行かれた(ﾏﾀｲ15:21)」。「そこ」とはガリラヤ湖

の東岸ゲネサレト(14:34)。ティルスまで遠くはないが、フェニキア領内で異郷の地。イエスは何のた

めにフェニキアへ行ったのか。「悔い改めよ。天の国は近づいた(4:17)」という宣言を、異郷にいる「イ

スラエルの家の失われた羊のところ(15:24)」にまで行って伝えるためか。あるいは案外、ただ足の向

くまま、気の向くままに歩いていたら、ありゃフェニキアまで来ちゃったよ、なのだろうか。

するとこの地に生まれた女が現れて「〔主よ、ダビデの子よ、わたしを憐れんでください。娘が悪霊

にひどく苦しめられています〕と叫んだ(15:22)」。イエスは「何もお答えにならない(15:23)」。この沈

黙は何なのか。女はイエスを「ダビデの子よ」と呼び、ここに異邦人との第一の壁があることが示さ

れる。そして第二の壁は「女」であること。ユダヤでもフェニキアでも女は、公衆の面前で目立つよ

うなことはしない。二重の障壁をずんずん乗り越えて来るこの女は常識外れで、弟子たちにとっては

迷惑千万。だから弟子たちは、イエスの沈黙がじれったくなって、追い払うよう求めた(15:23)。
「わたしのようなものがどうして神に答え、神に対して言うべき言葉を選び出せよう(ﾖﾌﾞ9:14)。た

とえそうでも女は必死に訴える。それに対し、イエスはユダヤ人ラビの作法として沈黙していたのか。

「わたしが呼びかけても返事はなさるまい。わたしの声に耳を傾けてくださるとは思えない(9:16)」。
だがイエスは女の叫びに心動かされたのか、沈黙を破る。「わたしは、イスラエルの家の失われた羊の

ところにしか遣わされていない(ﾏﾀｲ15:24)」。えっ、でもそんなファリサイ的な答えなのか、と思う。

女は死に物狂いだから常識も慣習も乗り越え、ひれ伏して「主よ、どうかお助け下さい(15:25)」と

訴える。ここではイエスが「人間の壁」を乗り越えるのではなく、女が乗り越えて来る。イエスは「子

供たち(イスラエル)のパンを取って小犬(異邦人)にやってはいけない(15:26)」と答えた。随分きつい返

答だが、女は怯むことなく「小犬も主人の食卓から落ちるパン屑はいただくのです(15:27)」と迫る。

ここでイエスは観念したようだが、かえって嬉しそうな表情になって言う。「婦人よ、あなたの信仰

は立派だ。あなたの願い通りになるように」。すると「そのとき、娘の病気はいやされた(15:28)」。女

は異教徒だが、彼女の信仰の何が立派なのか。「主なる神」だとか、後に起こされるキリスト教だとか、

他宗教だとか、正統・異端とかは問題ではない。女には命がけで障壁を乗り越え、イエスに迫ってい

く非常識な「信仰」があった。この女の信仰によってイエスもまた、自らの壁を乗り越えた。

イエスの表情の変化が見えるようだ。無表情な沈黙があり、困惑の表情になり、ふっきれたような

喜びの表情に変わって、癒しをおこなった。「わたしが呼びかけても返事はなさるまい。わたしの声に

耳を傾けてくださるとは思えない(ﾖﾌﾞ9:16)」。しかし神の御子イエスは違う。耳を傾ける以上の奇跡

を起こされる。私たちも異教徒の女のようにイエスを困らせよう。イエスが喜ぶまで食い下がろう。

民族や性別の壁、宗教的な違いの壁が、神の救いを拒絶する。教会にも壁ができることがあろう。

だがあの女のように、必死に、ひとすじに、イエスに近づけばいい。不可能(9:16)の扉は開かれる。

不動のキリストがおられ それに近づくほど敬虔か 不動とはキリストを縛ってしまう人間の恣意

キリストと私たちとの結びつき 遠景になり 近景になる キリストは常に自由 だから私たちも

8 月は、行事お休みでしたが、9月からはすべて始まります。9/3(水)1:30～3:00 教会カフェ。次主

日 9/6 は礼拝後に役員会、カレーの日です。エステル会(9/10)、聖研・祈祷会(9/13)もあります。
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